
作
者

劉
義
慶

　
四
〇
三
年
～
四
四
四
年
。
六
朝
時
代
の
宋
の
武
帝
の
甥
で
、
臨
川
王
の
称

号
を
継
ぎ
、
中
書
令
・
荆け
い

州し
ゅ

刺う
し

史し

・
江
州
刺
史
を
歴
任
し
た
。
文
学
を
愛
好

し
、
そ
の
幕
僚
に
は
袁
淑
・
鮑ほ
う

照し
ょ
うな

ど
一
流
の
文
人
を
多
く
集
め
た
。『
世

説
新
語
』
は
実
際
に
は
こ
れ
ら
の
文
人
た
ち
の
手
に
よ
っ
て
編
纂
さ
れ
た
も

の
と
さ
れ
て
い
る
。

出
典

世
説
新
語

　
三
巻
。
後
漢
か
ら
魏
・
東
晋
末
に
至
る
知
識
人
の
逸
話
を
集
め
た
も
の
。

逸
話
の
内
容
に
よ
っ
て
、
い
わ
ゆ
る
孔
門
四
科
の
徳
行
・
言
語
・
政
事
・
文

学
に
始
ま
り
、
方
正
・
雅
量
な
ど
三
十
六
篇
に
分
類
し
て
収
め
る
。
三
国
対

立
か
ら
晋
の
東
遷
に
至
る
不
安
と
混
乱
の
時
代
に
、
個
性
・
教
養
・
機
知
に

あ
ふ
れ
、
自
由
奔
放
な
生
き
方
を
求
め
た
人
々
の
姿
が
簡
潔
な
文
章
で
生
き

生
き
と
描
か
れ
て
お
り
、
六
朝
文
学
を
代
表
す
る
と
と
も
に
、
こ
の
時
代
の

文
化
史
・
思
想
史
の
資
料
と
し
て
も
貴
重
な
も
の
で
あ
る
。
梁
の
劉
孝
標
の

注
が
優
れ
る
。
本
文
は
「
黜ち
ゅ

免つ
め
ん」
篇
第
二
十
八
第
二
話
か
ら
と
っ
た
。「
黜

免
」
と
は
、
官
位
を
落
と
さ
れ
た
り
免
職
さ
れ
た
り
す
る
こ
と
。
本
教
科
書

は
、
明
治
書
院
『
新
釈
漢
文
大
系
　
世
説
新
語
　
下
』（
目
加
田
誠
著
）
に

よ
っ
た
。

参
考
文
献

教
師
用 �

「
世
説
新
語
」（
新
釈
漢
文
大
系
）
目
加
田
誠�

明
治
書
院
　
昭
五
十

「
世
説
新
語
」（
中
国
の
古
典
）
竹
田
晃�

学
習
研
究
社
　
昭
五
十
九

「
世
説
新
語
」（
鑑
賞
中
国
の
古
典
）
井
波
律
子�

角
川
書
店
　
昭
六
十
三

「
中
国
人
の
機
知
」（
中
公
新
書
）
井
波
律
子�

昭
五
十
八

「
中
国
の
隠
遁
思
想
」（
中
公
新
書
）
小
尾
郊
一�

昭
六
十
三

生
徒
用 �

「
世
説
新
語
」（
新
書
漢
文
大
系
）
目
加
田
誠�

明
治
書
院
　
平
十
五

断
腸�
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要
旨

　
子
猿
を
捕
ま
え
ら
れ
た
母
猿
が
悲
し
み
の
あ
ま
り
死
ん
で
し
ま
っ
た
の
を
見
て
、
桓
公
は
子
猿
を
捕
ま
え
た
部
下
を
罰
し
た
。

構
成

　
全
文
一
段
落
。

①
桓

く
わ
ん
こ
う
し
よ
く

公
蜀
に
入い

り
、
三さ

ん

峡け
ふ

中ち
ゆ
うに

至い
た

る
。
②
部ぶ

伍ご

の
中う

ち

に
猨ゑ

ん

子し

を
得う

る
者も

の

有あ

り
。
③
其そ

の
母は

は

岸き
し

に

縁よ

り
て
哀あ

い

号が
う

し
、
行ゆ

く
こ
と
百ひ

や
く余よ

里り

な
る
も
去さ

ら
ず
。
④
遂つ

ひ

に
跳を

ど

り
て
船ふ

ね

に
上の

ぼ

り
、
至い

た

れ
ば

便す
な
は即
ち
絶た

ゆ
。
⑤
其そ

の
腹ふ

く

中ち
ゆ
うを
破や

ぶ

り
視み

れ
ば
、

腸
は
ら
わ
た

皆み
な

寸す
ん

寸す
ん

に
断た

え
た
り
。
⑥
公こ

う

之こ
れ

を
聞き

き
て

怒い
か

り
、
命め

い

じ
て
其そ

の
人ひ

と

を
黜し

り
ぞけ

し
む
。

①
桓
公
が
蜀
に
（
船
で
）
攻
め
入
り
、
三
峡
に
さ
し
か
か
っ
た
。
②
桓
公
の
部
隊
の
中
に
猿
の
子
を

捕
ま
え
た
者
が
い
た
。
③
子
猿
の
母
は
岸
に
沿
っ
て
（
後
を
追
っ
て
）
悲
し
げ
に
鳴
き
叫
び
、
百
里

余
り
行
っ
て
も
つ
き
ま
と
っ
て
離
れ
な
か
っ
た
。
④
そ
の
う
ち
に
母
猿
は
船
に
跳
び
乗
り
、
到
達
す

る
と
す
ぐ
に
息
絶
え
て
し
ま
っ
た
。
⑤
母
猿
の
腹
を
割
い
て
調
べ
て
み
る
と
、
は
ら
わ
た
（
内
臓
）

が
ど
こ
も
か
し
こ
も
ず
た
ず
た
に
ち
ぎ
れ
て
い
た
。
⑥
桓
公
は
こ
の
話
を
聞
い
て
怒
り
、
命
令
し
て

そ
の
部
下
の
地
位
を
下
げ
さ
せ
た
。

訓
読
と
現
代
語
訳

d_0102_04_01_dantyo_kyozai
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い
こ
と
を
伝
え
る
と
よ
い
。

《
板
書
例
》

有リ
下 

得ル
二 

猨 

子ヲ
一 

者
上
。

 

5
　 

3
　 

1  

2
　 

4

猨
子
を
得
る
者
有
り
。

破リ
─二 

視レ
バ

 

其ノ 

腹 

中ヲ
一

 

4
　 

5 
 

1  

2  

3

其
の
腹
中
を
破
り
視
れ
ば
、

【
評
価
】
ノ
ー
ト
に
書
か
れ
た
書
き
下
し
文
を
確
認
し
、
漢
文
を
読
む
た
め

に
必
要
な
訓
読
の
き
ま
り
を
理
解
し
て
い
る
か
、
分
析
す
る
。

❸��

全
文
を
現
代
語
訳
し
て
も
よ
い
し
、
書
き
下
し
の
板
書
例
を
挙
げ
た
部
分

な
ど
一
部
分
を
指
定
し
て
現
代
語
訳
（
残
り
は
現
代
語
訳
を
配
付
）
し
て

も
よ
い
。

　
　
脚
注
を
用
い
て
逐
語
訳
を
し
、
意
味
の
分
か
ら
な
い
漢
字
は
辞
書
を
引

く
。
本
文
中
の
重
要
単
語
は
、
巻
末
の
「
漢
文
の
重
要
単
語
」（
Ｐ
三
三

五
・
三
三
六
）
を
参
照
す
る
。

　
　
主
語
の
省
略
さ
れ
て
い
る
文
に
つ
い
て
は
、
文
脈
か
ら
推
測
し
、
補
っ

て
み
る
。

展
開

学
習
活
動
の
ポ
イ
ン
ト

学
習
活
動
の
ポ
イ
ン
ト

❶�

返
り
点
に
従
い
、
本
文
を
自
分
で
繰
り
返
し
音
読
す
る
。

❷�

書
き
下
し
文
を
ノ
ー
ト
に
書
く
。

❸�

脚
注
を
参
照
し
て
本
文
を
現
代
語
訳
し
、
疑
問
点
を
指
摘
す
る
。
思

判
表
B
⑴
オ

❹�

桓
公
が
、
猨
子
を
得
た
者
を
「
黜
」
け
た
理
由
を
説
明
す
る
。

�
〔「
学
習
の
ポ
イ
ン
ト
」
1
〕

知
技
⑵
ウ

知
技
⑴
エ
、
思
判
表
Ｂ
⑴
ア
・
イ

❶��

「
訓
読
の
世
界
」（
Ｐ
一
一
七
～
一
二
三
）
を
踏
ま
え
、
各
自
で
音
読
し
、

読
む
順
番
の
分
か
ら
な
い
箇
所
、
読
め
な
い
漢
字
を
確
認
す
る
。

　
　
次
に
ペ
ア
で
音
読
し
合
い
、「
上
・
下
点
」、
熟
語
に
戻
る
用
法
や
、

「
不
」
の
読
み
方
を
確
認
す
る
。

　
　
そ
の
後
範
読
で
正
し
い
訓
読
を
確
認
し
、
ペ
ア
ま
た
は
各
自
で
繰
り
返

し
音
読
す
る
こ
と
で
漢
文
の
口
調
に
慣
れ
さ
せ
る
。「
入
」「
中
」「
得
」

「
遂
」「
便
即
」「
腸
」「
寸
寸
」
の
読
み
に
注
意
す
る
。

　
　
大
体
読
め
る
よ
う
に
な
っ
た
ら
指
名
読
み
や
一
斉
読
み
で
定
着
を
図
る
。

❷��

「
書
き
下
し
文
の
ま
と
め
」（
Ｐ
一
二
三
）
を
参
照
し
、「
不
」
を
平
仮
名

で
書
き
下
す
こ
と
を
確
認
す
る
。

　
　
書
き
下
し
文
の
作
成
は
あ
く
ま
で
も
初
学
の
段
階
で
の
訓
読
の
補
助
・

活
用
や
接
続
を
確
認
す
る
手
段
で
あ
り
、
書
き
下
す
こ
と
が
目
的
で
は
な
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現
代
語
訳
も
書
き
下
し
と
同
様
、
本
文
の
理
解
を
助
け
る
手
段
で
あ
り
、

現
代
語
訳
す
る
こ
と
が
漢
文
読
解
の
目
的
で
は
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
。

　
　
現
代
語
訳
を
通
じ
て
内
容
を
理
解
し
た
上
で
、
登
場
人
物
の
関
係
や
行

動
の
理
由
な
ど
に
つ
い
て
の
疑
問
を
挙
げ
て
み
る
。

【
評
価
】
本
文
の
内
容
を
理
解
し
、
登
場
人
物
の
関
係
や
行
動
の
理
由
な
ど

に
つ
い
て
疑
問
点
を
指
摘
す
る
こ
と
で
、
自
分
の
も
の
の
見
方
、
感
じ
方
、

❶��

漢
和
辞
典
・
国
語
辞
典
で
調
べ
さ
せ
る
。
漢
文
の
窓
②
『
三
国
志
』
を
参

照
し
て
も
よ
い
。

　「
言
葉
と
表
現
」
1
の
解
答
例
を
参
照
。

❷��

漢
和
辞
典
・
国
語
辞
典
・
資
料
集
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
調
べ
さ
せ
る
。

　「
言
葉
と
表
現
」
2
の
解
答
例
を
参
照
。

【
評
価
】「
言
葉
と
表
現
」
2
の
故
事
成
語
に
つ
い
て
、
歴
史
的
・
文
化
的
背

景
な
ど
を
理
解
し
て
い
る
か
、
確
認
す
る
。

❸��

漢
文
の
窓
②
『
三
国
志
』
を
読
み
、
参
考
と
し
て
も
よ
い
。

　「
言
語
活
動
」
1
の
解
答
例
を
参
照
。

【
評
価
】
故
事
成
語
「
断
腸
」
の
現
代
の
言
葉
と
の
つ
な
が
り
理
解
し
、「
断

腸
の
思
い
」
と
い
う
言
葉
を
用
い
て
小
話
を
作
っ
て
い
る
か
、
行
動
を
点

検
し
た
り
、
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
の
記
述
を
確
認
し
た
り
、
振
り
返
り
シ
ー
ト

の
記
述
を
分
析
し
た
り
す
る
。

ま
と
め

学
習
活
動
の
ポ
イ
ン
ト

❶�

「
断
腸
」
の
意
味
を
調
べ
る
。〔「
言
葉
と
表
現
」
1
〕

❷�

故
事
成
語
の
元
と
な
っ
た
話
を
調
べ
る
。

�
〔「
言
葉
と
表
現
」
2
〕

❸�

「
断
腸
の
思
い
」
と
い
う
表
現
を
用
い
て
小
話
を
作
る
。

　
　
　
　〔「
言
語
活
動
」
1
〕

知
技
⑵
イ

知
技
⑵
エ

主
態

考
え
方
を
深
め
て
い
る
か
、
確
認
す
る
。

❹��

「
公
聞
レ
之
怒
」
と
あ
る
の
で
、
桓
公
が
何
に
対
し
て
怒
り
を
感
じ
た
の

か
、
と
い
う
と
こ
ろ
か
ら
考
え
る
。

　「
学
習
の
ポ
イ
ン
ト
」
1
の
解
答
例
を
参
照
。

【
評
価
】
桓
公
が
、
猨
子
を
得
た
者
を
「
黜
」
け
た
理
由
を
本
文
に
即
し
て

的
確
に
捉
え
て
い
る
か
、
ノ
ー
ト
や
提
出
物
な
ど
に
よ
り
確
認
す
る
。
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発
問
例

●
一
三
〇
ペ
ー
ジ

「
蜀
」「
三
峡
」（
２
行
目
）
を
地
図
で
確
認
せ
よ
。

地
理
を
確
認
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
単
に
文
字
だ

け
追
っ
て
い
る
の
と
は
異
な
っ
た
、
作
品
に
対
す

る
具
体
的
な
イ
メ
ー
ジ
を
持
て
る
よ
う
に
な
る
。

さ
ら
に
地
理
か
ら
進
ん
で
、
歴
史
的
な
興
味
へ
と

発
展
さ
せ
る
契
機
に
も
な
る
。

①
「
其
」（
3
行
目
）、
②
「
其
」（
4
行
目
）、
③

「
其
人
」（
5
行
目
）
が
指
す
も
の
を
、
そ
れ
ぞ
れ

本
文
中
の
語
で
答
え
よ
。

①
猨
子
　
②
母
（
其
母
）　
③
得ル
二
猨
子ヲ
一
者

｢

其ノ

母
縁リ
テレ

岸ニ

哀
号シ

」（
3
行
目
）
に
つ
い
て
、

1
現
代
語
訳
せ
よ
。

2

 

A�｢

哀
号
」
に
お
け
る
「
号
」
と
同
じ
意
味
の

「
号
」
を
含
む
熟
語
を
答
え
よ
。

　

B�｢

哀
号
」
に
お
け
る
「
号
」
と
同
じ
意
味
の

「
号
」
を
含
む
熟
語
を
次
の
中
か
ら
選
べ
。

　
　

ア
記
号　

イ
信
号　

ウ
号
砲　

エ
号
泣

1
子
猿
の
母
は
岸
に
沿
っ
て
（
後
を
追
っ
て
）
悲

し
げ
に
鳴
き
叫
び

2

 

A
号
泣
（
怒
号
）

　

 

B
エ

｢

行ク
コ
ト

　

百
余
里ナ
ル
モ

　

不
レ
去ラ

。」（
3
行
目
）
と
あ
る

が
、
母
猿
は
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
行
動
を
と
っ
た
の

か
、
理
由
を
説
明
せ
よ
。

問補問答問答問

語
句
の
研
究

●
一
三
〇
ペ
ー
ジ

1
断
腸
　
は
ら
わ
た
が
ち
ぎ
れ
る
よ
う
な
思
い
の
悲

し
み
。
非
常
な
悲
し
み
の
例
え
。
腸
断
と
も
。

2
桓
公
　
桓
温
。
三
一
二
年
～
三
七
三
年
。
東
晋
の

武
将
で
北
朝
と
の
戦
い
に
功
績
を
た
て
、
二
十
数

年
に
わ
た
っ
て
事
実
上
東
晋
王
朝
を
支
配
し
た
。

2
入
レ
蜀
　｢

蜀
」
は
、
中
国
の
西
に
位
置
し
、
山
々

に
囲
ま
れ
た
広
大
な
地
域
。
土
地
は
肥
え
、
要
害

の
地
で
あ
っ
た
。
蜀
の
地
は
晋
末
に
李
雄
が
帝
号

を
称
し
て
自
立
し
た
が
（
成
漢
）、
三
四
六
年
、

桓
温
が
攻
め
入
り
、
李
勢
を
討
っ
て
東
晋
の
領
土

と
な
っ
た
。

2
三
峡
　
瞿く

塘と
う

峡
・
巫ふ

峡
・
西
陵
峡
を
指
す
。
長
江

が
蜀
の
山
地
か
ら
楚そ

の
平
野
に
入
る
辺
り
に
続
く

険
し
い
峡
谷
。

2
部
伍
　
部
隊
。「
伍
」
は
、
も
と
五
人
一
組
の
軍

隊
の
最
小
単
位
。
転
じ
て
、「
く
み
・
仲
間
」
の

意
。

2
猨
子
　
猿
の
子
。「
猨
」
は
猿
に
同
じ
。

3
縁
　
…
に
沿
っ
て
。

3
哀
号
　
悲
し
い
声
で
叫
ぶ
。「
号
」
は
叫
ぶ
。

3
行
百
余
里
　
漢
文
（
中
国
語
）
で
は
数
量
を
表
す

語
は
動
詞
の
下
に
置
か
れ
る
の
で
、
必
ず
「
行ク
コ
ト　

奪
わ
れ
た
子
猿
を
、
何
と
か
し
て
取
り
返
そ
う
と

し
た
か
ら
。

｢

遂ニ

跳リ
テ

 

上リ
レ
船ニ

、
至レ
バ

 

便
即チ

絶ユ

。」（
3
行
目
）
に

つ
い
て
、

1
適
切
な
言
葉
を
補
っ
て
現
代
語
訳
せ
よ
。

2�｢

絶ユ

」
の
こ
こ
で
の
意
味
を
「
絶
」
を
含
む
二

字
の
熟
語
で
示
せ
。

1�

そ
の
う
ち
に
母
猿
は
船
に
跳
び
乗
り
、
す
ぐ
に

息
絶
え
て
し
ま
っ
た
。

2
絶
命

｢

腸
皆
寸
寸
断
。」（
4
行
目
）
と
あ
る
が
、
な
ぜ

そ
う
な
っ
た
の
か
。

子
猿
を
奪
わ
れ
た
悲
し
み
や
心
痛
の
た
め
。

中
国
で
は
、
猿
の
声
は
悲
し
み
を
誘
わ
れ
る
も
の

だ
っ
た
。
我
が
国
の
感
覚
と
異
な
る
点
で
あ
る
。

百
人
一
首
の
「
奥
山
に
紅
葉
ふ
み
わ
け
鳴
く
鹿
の

声
聞
く
と
き
ぞ
秋
は
悲
し
き
」（
猿
丸
大
夫
）
な

ど
が
思
い
合
わ
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。「
解
説
」

参
照
。

｢

公
聞キ
テレ

之ヲ

怒リ

」（
4
行
目
）
に
つ
い
て
、

1�｢

之
」
が
指
す
内
容
を
本
文
中
か
ら
抜
き
出
し
、

初
め
と
終
わ
り
の
三
字
で
答
え
よ
。（
句
読
点

は
含
ま
な
い
）

2�｢

桓
公
」
は
な
ぜ
怒
っ
た
の
か
、
説
明
せ
よ
。

1
部
伍
中
～
寸
寸
断

2�

部
下
が
子
猿
を
思
う
母
猿
の
情
を
理
解
せ
ず
、

子
猿
を
捕
ま
え
た
か
ら
。

答問答問答補問答
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と
読
む
。

百
余
里
」
の
語
順
に
な
る
（「
百
余
里
行
」
の
語

順
に
は
な
ら
な
い
）。
上
か
ら
読
み
下
し
て
い
く

た
め
に
「
こ
と
」
と
読
ま
ざ
る
を
得
な
い
わ
け
で

あ
る
。「
里
」
は
時
代
に
よ
っ
て
異
な
る
が
、
こ

の
時
代
は
約
四
四
〇
メ
ー
ト
ル
。

3
跳
　
と
び
あ
が
る
。
は
ね
あ
が
る
。「
お
ど
ル
」

の
他
に
「
と
ブ
」「
は
ね
ル
」
の
訓
も
あ
る
。

4
便
即
　｢

便
」「
即
」
と
も
「
す
な
は
チ
」
と
読
み
、

「
す
ぐ
に
・
そ
の
ま
ま
」
な
ど
の
意
。「
便
即
」
は
、

同
じ
意
味
の
語
を
重
ね
る
構
造
の
熟
語
（
連
文
）。

キ
ー
・
ポ
イ
ン
ト
　｢

命
黜
二
其
人
一
」
使
役
形

　
　｢

黜
」
は
、
官
位
を
下
げ
る
。
職
を
や
め
さ
せ

る
。
熟
し
て
「
黜
免
」
と
も
い
う
。
あ
る
動
作
、

こ
こ
で
は
「
命
」
の
結
果
と
し
て
次
の
動
作

「
黜
」
が
使
役
に
な
る
例
。
し
た
が
っ
て
「
黜ケ
シ
ム」

｢

命ジ
テ

 

黜ケ
シ
ム二
其ノ

人ヲ
一。」（
5
行
目
）
に
つ
い
て
、

1

�

A
句
法
に
注
意
し
て
現
代
語
訳
せ
よ
。

　

B�

こ
こ
で
使
わ
れ
て
い
る
句
法
の
名
称
を
答
え

よ
。

2�

桓
公
が
猿
の
子
を
捕
ま
え
た
部
下
を
「
黜
」
け

る
よ
う
命
じ
た
の
は
な
ぜ
か
。

1
A
命
令
し
て
そ
の
部
下
の
地
位
を
下
げ
さ
せ
た
。

　
B
使
役

2�

相
手
が
動
物
と
は
い
え
、
残
酷
な
仕
打
ち
を
し

た
こ
と
が
許
せ
な
い
と
考
え
た
か
ら
。

｢

断
腸
」
と
い
う
語
に
つ
い
て
、

1�

日
本
語
で
は
一
般
的
に
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
て

い
る
か
。

2
前
問
1
の
意
味
を
答
え
よ
。

1
断
腸
の
思
い

2
こ
の
上
も
な
く
悲
し
く
、
痛
ま
し
い
こ
と
。

問答問答

一
つ
の
ポ
イ
ン
ト
を
置
い
て
読
む
べ
き
で
あ
る
。
た
だ
し
、「
断
腸
」
と
い

う
成
語
自
体
は
母
猿
の
行
為
か
ら
生
ま
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
桓
温
の
人
柄

な
ど
と
は
関
係
が
な
い
。
つ
ま
り
原
典
の
趣
旨
と
故
事
成
語
と
し
て
の
意
味

と
に
ず
れ
が
あ
る
わ
け
で
、
こ
れ
も
あ
り
が
ち
な
言
葉
の
現
実
の
姿
と
し
て

も
う
一
つ
の
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
点
で
あ
る
。

　
な
お
、
中
国
で
は
猿
は
キ
ー
ッ
と
鳴
き
、
悲
し
み
を
誘
う
も
の
と
さ
れ
、

と
り
わ
け
こ
の
話
の
舞
台
で
も
あ
る
三
峡
は
猿
が
多
く
、
し
ば
し
ば
詩
文
に

歌
わ
れ
て
い
る
。
杜
甫
、「
登
高
」
の
「
風ハ

急ニ

天
高ク

シ
テ　

猿
嘯
哀シ

、
渚ハ

清ク

沙

白ク
シ
テ
鳥
飛ビ

廻ル

」
は
最
も
有
名
。
ま
た
李
白
に
も
「
両
岸ノ

猿
声
啼キ

テ

 

不ル
ニレ
住マ

、 

軽

解
説

　｢

黜
免
」
篇
に
は
降
格
・
免
職
に
関
わ
る
逸
話
が
載
せ
ら
れ
て
お
り
、
降

格
・
免
職
を
さ
れ
る
側
の
人
、
す
る
側
の
人
そ
れ
ぞ
れ
の
事
情
や
理
由
を
通

し
て
、
お
の
ず
と
人
物
評
価
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
仕
掛
け
に
な
っ
て
い

る
。
こ
の
「
断
腸
」
も
含
め
て
、
桓
温
に
つ
い
て
は
部
下
を
免
職
さ
せ
た
話

が
数
篇
載
っ
て
い
る
が
、
い
ず
れ
も
権
力
者
に
あ
り
が
ち
な
恣
意
的
な
も
の

で
な
く
、
筋
の
通
っ
た
人
間
味
を
示
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
こ
の
話
は
本
来
、

桓
温
の
人
間
味
や
度
量
を
示
す
た
め
の
逸
話
で
あ
る
わ
け
だ
か
ら
、
そ
こ
に
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舟
已ニ

過グ

万
重ノ

山
」
の
句
（「
早
発
二
白
帝
城
一
」）
が
あ
り
、「
世
説
新
語
」
の

こ
の
条
の
劉
孝
標
注
に
も
漁
師
の
歌
と
し
て
「
巴
東
の
三
峡
、
巫
峡
長
し
、

猿
鳴
く
こ
と
三
声
、
涙
裳
を
沾
す
」
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
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